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年の清流の会の１月例会は１１日（日） 「ホシザクラ」の群生する片所谷戸を中心に、

その近くの田端環状遺構や小山内裏公園を散策しました。 

冬晴れの朝 10 時 45 分京王線「多摩境駅」に１０名が参加。山口会長の挨拶ののち片所谷戸に

向けてスタート。片所谷戸北入口でこの谷戸の保存運動をされている「小山のホタルと自然を守

る会」の柿澤さん、藤田さん、菅原さんと待ち合わせ、ご案内いただきました。 

片所谷戸は朝日新聞（2008.7.19 夕刊）で、「面積はわずか 3.6

ヘクタールの谷戸だが、世界で僅か 100 株しか自生していない新

種の『ホシザクラ』の群生地で、ノウサギや国蝶オオムラサキなど

多様な生き物がすむ典型的な里山」と紹介され、「守る会」の事務局

長の柿澤澄夫さんのお話では、雑木林・草地・沢がバランス良くあ

り多様な生き物の宝庫になっているとのことでした。 

しかし 2008 年 5 月に宅地開発計画が浮上、危機感を持った「守

る会」が保全策として市民の署名運動に取り組まれ、清流の会も署

名に協力しましたが、１万人を超える署名を集め、町田市へ保全の

請願を行いました。その結果町田市も谷戸の一部取得を検討するな

ど里山保全への機運が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

案内いただいた「トンボ池」は湧水の池で、カワニナ・ホトケドジョウ・トンボのヤゴ

などが生息し、6 月には谷戸を流れる小川にそって

「ゲンジボタル」が飛び交い、観賞に訪れる人も多いとの

こと。 

「守る会」は 10 年前に「ホタル」の保存運動を始められ、

2003 年からは新種の「ホシザクラ」の保存運動を、さら

に近隣の小学校がこの谷戸で行う自然学習にも意欲的に参

加されておられることをお聞きしました。また「ホシザク

ラ」の繁殖は根によって増えるのですが、昨年は試験的に

挿し木を 100 本行い、内 17 本が根付きに成功したそう

です。素晴らしい里山の景観と保全活動をされていらっし

ゃる方々の熱意に感動し、私達はこの大切な里山を守っていって欲しいと強く感じました。 

 

 

 

                          

1 月例会；片所
か た そ

谷戸・田端環状遺構を散策 

ホシザクラ（絶滅危惧１A 類）・ヤブザクラ（絶滅危惧１B 類）、キンラン・ギンラン・ 

イチリンソウ・フデリンドウ・ミツバアケビ・ヤマユリ・ゲンジボタル・クロマドホタル・ 

シマアメンボ・カワニナ・ホトケドジョウ（絶滅危惧１B 類）・オニヤンマ・テングチョウ・

ジョロウグモ、オオタカ・カワセミ・アオゲラ・ヤマガラ・キジ・ノウサギ、ニホントカゲ等・ 

☆「片所谷戸」の生き物たち 

ご 

今 

兎棲む無為の里山風やさし       紀子 

 

 
がくが星形で美しいホシザクラ 

トンボ池のそばで説明を聞く 



 ２ 

１2 時・・近くのレストランで「新年会を兼ねた昼食会」。おのおの 

が好みのランチとドリンクを注文して乾杯！ 今年も宜しく！ 

13 時 20 分・・小山内裏公園へ 

 小山内裏公園は 2004 年 4 月オープン、外周約 4km の都内でも 

最大の都立公園で、施設には「大田切池」・「鮎道」・「尾根緑道」 

（戦車道路）・「サンクチュアリ」・「里山広場」・「草地広場」・「多 

目的広場」などがあり、春にはカタクリ・ジュウニヒトエなどの 

花々やモンキアゲハなども見られるようです。園内をジョッキン 

グしている人からクマノミズキの「連理の枝」があるのを教えて 

いただく。連理の枝はクマノミズキの 2 本の樹が途中で枝が手を 

繋いでいるように繋がっており、同行した山本さんから白居易の長恨歌に出てくる、男女の深 

く睦まじい契りにたとえられる言葉だと解説を受け、皆で感心して見上げました。 

14 時・・白山公園へ。芝生広場・親水コーナーのある美しい公園。ここには銘木百選の「ヒイ

ラギの大木」があります。以前この地に歯の神様のほこらが

あり、そこの御神木をこの地へ移植された物という。 

14 時 15 分・・田端環状遺構へ 

 1968 年農業を営む杉山正雄さんにより土中の石塊群の一 

 部を発見。縄文時代中期後半から後期にかけて作られた周石 

墓群。複数の配石が楕円形に配置され、さらに礫を補充する 

ことによりサークル状の遺構が形成されています。出土品に 

は大珠、耳飾り・翡翠製勾玉、玉・土器・鉢などがあります。 

この場から冬至の夕陽が丹沢山系最高峰の「蛭ヶ岳（標高 

1673m）」の頂上に沈むのを見ることができるように作られ  

ているとか・・・歴史に精通されている山口会長の素晴らしい解説に聞き入り、時を忘れ、暫 

し縄文時代へと心を馳せ、有意義で心豊な一日となりました。            （二田紀子記） 

『めだかポスト』                         

今年も本町田の戸村公子様よりお年玉として寄付を、その他めだかポストや一木会寄付などを 

合算して、１月は合計 5,488 円でした。有難うございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の清掃日は 8 日（第２日曜日）です、ご一緒に川をきれいにしませんか・・  
☆ スケジュール 9:３０ 開戸親水場 集合 

０９:３０ 開戸親水場～神明橋間の清掃  

１１:３０ 打ち合わせ（「いちょう会館」）  １２:３０  解散予定 
  

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

 クマノミズキの珍しい連理の枝 

 
ストーンサークルの周りで説明を聞く 

ご厚志を頂くに当って、ご負担をかけない様に「印字済払込取扱票」をポスト脇の

ファイルに入れてあります。「赤インク印字の払込取扱票」をご利用頂ければ、手数

料無料でお振込みが出来ます。またなるべく ATM での振込みをご利用ください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 郵便振替 『００１５０‐４‐５７４１１４』 

    加入者名 『真光寺川里親の会』 

私 た ち の 行 動 基 準 

１，私たちの活動は、地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、誰にも解るように説明されているか。 


